
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和６年度 計

円 円 円 円 円 円

11,935,000 11,935,000

交付金額 11,620,000 11,620,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全体事業完了後、利用する消防団員へアンケート調査等を実施し、不具合
の解消や利便性の向上が見られるか等、消防活動に支障がないか確認した。
　消防車両のドア等に防衛省のエンブレムとともに「特定防衛施設周辺調整交
付金事業」で整備した旨を記載し、町広報誌（6月）にて地域住民への周知を
図る。

　無

　無

物件購入　　小型動力ポンプ積載車1台更新

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：小型動力ポンプ積載
車更新）整備事業

新富町長　

児湯郡新富町

　消防車両は火災を含む有事の際に消防団員にとって必要不可欠な物であ
り、活動の拠点になるものであるが、当町の第２部（いずれも平成８年３月導入）
の消防車両は導入から２０年以上が経過し、老朽化が著しく故障・修繕が多く
なっているため、小型動力ポンプ積載車への更新を行う。
上記のことから、当該消防車両の更新を行うことで、消防力の維持向上を図る
とともに、消防防災拠点として地区住民の安心安全を確保することを目標とす
る。

令和６年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 令和２年度 令和５年度 令和６年度 計

円 円 円 円 円

6,796,156 5,451,488 11,352,066 33,767,063 57,366,773

交付金額 6,671,000 4,700,000 11,030,000 28,627,000 51,028,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　事業完了後に当該道路の交通状況等の改善を確認しており、また利用者及
び近隣住民にヒアリングを行った結果、「有事（津波）の際に避難タワーへの避
難がしやすくなった。」、「排水が前より良くなり、子供たちが安全に通学できて
る。」などの意見が寄せられ、地域住民の交通施設の改善に寄与することが出
来た。
　地域住民への周知については、工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業であることを明記し、事業の周知を行った。

　無

　無

令和元年度～令和６年度

道路改良工事　L=140.0ｍ

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：越馬場～五反田線）
整備事業

新富町長

児湯郡新富町大字下富田

　町道越馬場～五反田線は指定緊急避難場所（避難タワー）へ接続し地域住
民の重要な避難道路及び通学路となっているが、歩道未設置であり車両が離合
の際には歩行者へ危険及び避難時の安全確保が保たれずに危険な状況であ
る。
　このため、歩道新設及び道路改良を実施し交通状況の改善と避難者含む歩
行者の安全の確保を目標とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
6
年度

計

円 円 円 円 円 円

6,985,000 6,985,000

交付金額 6,500,000 6,500,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

令和6年度

物件購入　大型提示装置一式（大型ディスプレイ28台、ユニット型電子黒板28
台、書画カメラ28台）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小中学校大型提示装置）
整備事業

新富町長

児湯郡新富町富田東一丁目７０番地ほか

本町の各小学校に設置している老朽化した大型電子黒板等のデジタル機器を
更新し、ICT環境の充実行ったうえで学校教育の情報化を図るもの。

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　大型電子黒板等の更新を行い、ＩＣＴ環境の充実及び学校教育の情報化の
向上に大きく寄与できた。
　各小学校の教諭等にアンケートを実施し、「電子黒板や書画カメラは古く、不
具合もあったことから、今回の更新については、大変ありがたかった。」、「利便
性が向上し、効率的な学習指導につながった。」、「以前使っていた物は古く、
タッチペンの機能もなかったため、タッチペンの使用できる大型ディスプレイ
は、児童に示す時に大変便利で児童の学習理解の助けになっている。」等の
回答があった。また、児童生徒においても「自分たちの動画を撮って、ディスプ
レイで観てみると、自分たちのできていることやできていないことがよく分か
る。」、「調べたことをパワーポイントでまとめ、発表した。友達の発表やまとめ方
を見ることができてよかった。」等の意見があり、事業実施の成果を確認できた。
　周知については、当該機器を特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛
省）で整備したことを町ホームページで町民に広く周知し、購入した物品１セッ
トごとにエンブレムの貼り付けを行った。

　無

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
６
年度

計

円 円 円 円 円 円

2,127,660 2,127,660

交付金額 2,127,000 2,127,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　各小中学校の教職員等に聞き取りを実施したところ、「空調機器が整備され
たことで長時間の作業ができるようになった」「車両機器の不具合がなくなった」
等の意見があり、維持管理業務を安定的に行える環境になっていることが確認
できた。また、車両更新後に校内・通学路の倒木撤去やグラウンド整備等を実
施しており、児童生徒にとって安心安全な教育環境づくりに寄与している。
　周知については、当該機器を特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛
省）で整備したことを町ホームページでの掲載および、購入した車両にエンブ
レムの貼り付けを行うことにより、町民に広く周知した。

　無

　無

令和６年度

物件購入　学校環境維持管理車２台

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（教育文化施設：学校環境維持管理車）整
備事業

新富町長

児湯郡新富町大字新田7717番地１外ほか

本町は学校環境維持管理車を整備し、倒木・施設破損からの怪我防止や清潔
な学校環境の維持など、児童生徒に安心安全な環境を提供している。しかし、
使用している車両２台は取得から20年以上経過しており、いつ維持管理業務
に支障をきたすかわからない状況である。本車両を更新することで、学校及び
周辺道路等の維持管理業務を安定的に行う環境を維持し、児童生徒の教育
環境の向上及び安全な環境の維持を図る。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の内容

補助事業の始期
及 び 終 期

令和
元
年度

令和
２
年度

令和
３
年度

令和
４
年度

令和
５
年度

令和
６
年度

計

円 円 円 円 円 円
0 8,472,200 42,292,802 47,628,000 50,753,000 55,399,565 204,545,567

交付金額 32,000,000 65,000,000 70,000,000 42,862,000 40,000,000 40,000,000 289,862,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0 0

運用益 0 6,630 15,594 20,677 8,750 48,587 100,238

計 32,000,000 65,006,630 70,015,594 42,882,677 40,008,750 40,048,587 289,962,238

0 8,472,000 42,292,000 47,628,000 50,753,000 55,399,000 204,544,000

32,000,000 88,534,630 116,258,224 111,512,901 100,768,651 85,418,238

事業の改善策及び今
後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の 有 無

英語教育指導助手派遣業務委託及び非常勤講師・支援員の配置

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業
（教育、スポーツ及び文化に関する事業：新富町学校教育振興基金）

新富町長

児湯郡新富町

補助事業の成果
の目標

　外国語指導業務委託による外国語指導助手の巡回、担当教員と連携した少人数指導
等教員及び特別支援員を配置することにより、小中学校児童生徒のより良い学校生活
と教育環境の充実を図ることを目標とする教育振興事業を基金により安定的に運用す
ることを目標とする。

令和元年度～令和１０年度

事 業 費 及 び
交 付 金 額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

補助事業の成果
及び評価並びに
地域住民への周
知の実施状況

　本事業によりＡＬＴ（外国語指導助手）を町内小中学校に派遣し、外国語教育深い関
心を持つ児童生徒が増えた。
　担当教員と連携した少人数指導等教員及び特別支援員を配置することにより、小中学
校児童生徒のより良い学校生活と教育環境の充実を図ることができた。また、提出され
た業務実施報告書により各学校における支援状況を確認した。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金（防衛省）により実施されている旨を新富
町ホームページに掲載し保護者及び町民へ周知を図った。

なし

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の内容

補助事業の始期
及 び 終 期

令和
３

年度

令和
４

年度

令和
５

年度

令和
６

年度
計

円 円 円 円 円 円

0 6,281,616 8,576,471 4,953,796 19,811,883

交付金額 20,000,000 4,000,000 4,000,000 5,000,000 33,000,000

市町村費等 0 0 0 0 0

運用益 0 2,200 700 14,936 17,836

計 20,000,000 4,002,200 4,000,700 5,014,936 33,017,836

0 5,000,000 7,000,000 4,800,000 16,800,000

20,000,000 19,002,200 16,002,900 16,217,836

事業の改善策及び今
後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の 有 無

新富町長

令和３年度～令和１３年度

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業
（教育、スポーツ及び文化に関する事業：新富町立小中学校施設維持管理基金）

児湯郡新富町

補助事業の成果
の目標

学校施設の維持管理を一括して行うことにより、教育施設等の充実を図り、安全
で快適な学習環境の中で児童生徒が勉強できる環境を作り出すことを目標とす
る。

学校施設及び通学路の修繕

事 業 費 及 び
交 付 金 額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

補助事業の成果
及び評価並びに
地域住民への周
知の実施状況

　本事業により、学校内施設及び通学路灯の維持管理、日々の学校施設等の点検に
努めることで、児童生徒の、より安定で快適な学校生活と教育環境の充実を図るこ
とができた。また各学校への聞き取りにより、快適な学習環境の中で児童生徒が勉
強できている、各種修繕に迅速な対応ができていた等の事業目標に対する効果が確
認できた。
 　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金（防
衛省）により実施されている旨をホームページに掲載し町民へ周知を図った。

なし

なし



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
５年度

令和
６年度

計

円 円 円 円 円 ｚ

0 60,000,000 60,000,000

交付金額 60,000,000 60,000,000 120,000,000

市町村費等 0 0 0

運用益 0 12,065 12,065

計 60,000,000 60,012,065 120,012,065

0 60,000,000 60,000,000

60,000,000 60,012,065

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

無

無

基
金
造
成
額

事業費

事業費及び交付金額

基金処分額

基金残額

地域住民への周知について、保育料無償化の制度は令和６年度から防衛省の
特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用している旨を保護者に向けた施設利
用のしおりや利用者負担（保育料）決定通知書、町のホームページに掲載。

保育園・幼稚園等に通う3歳未満の児童を含む全ての利用者の保育料無償化

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業（福祉に関する事業：こども育む基金福祉事業）

新富町長

児湯郡新富町

子育て家庭が、経済的・心理的・社会的に安心して子どもを産み育て、若者の定住
促進を図る等、すこやかに子どもを育む環境をつくるための事業を行う。
　そのため、保育園・幼稚園等に通う3歳未満の児童を含む全ての利用者の保育
料、また高校生までの医療費自己負担額を全額助成し、子育て家庭への経済的支
援、また子どもの病気を早期発見・早期治療することにより、子どもの健康な発育・
発達、健康の増進に寄与することを目標とする。

令和5年度～令和１５年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
５年度

令和
６年度

計

円 円 円 円 円 円

0 49,665,999 49,665,999

交付金額 15,545,000 15,000,000 30,545,000

市町村費等 0 0 0

運用益 0 2,657 2,657

計 15,545,000 15,002,657 30,547,657

0 3,888,000 3,888,000

15,545,000 26,659,657

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

し尿処理施設の維持管理に必要な物品購入、光熱水費、機器整備及び修繕

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業
（環境衛生に関する事業：新富町し尿施設維持管理基金）

新富町長

児湯郡新富町大字日置９６５番地１２

新富町では、町内における生活環境の保全及び公衆衛生の向上を目的として、町
内で排出されるし尿及び浄化槽汚泥を適切に処理できるよう新富し尿処理施設「潮
香苑」を整備し、定期的な保守点検等を行いながら、健全な施設運営を行っている。
しかし、施設稼働から1７年が経過しており、耐用年数の経過する機器設備等もある
ことから、施設の維持運営、機器整備及び修繕費の大幅な増加が見込まれる。
このため、新富町し尿処理施設維持管理基金により、施設の維持運営に係る費用を
負担するとともに、機器整備及び修繕委託業務等を実施し、健全な施設運営に努
め、適切にし尿及び浄化槽汚泥を処理することを目標とする。

令和５年度～令和１４年度

事業費及び交付金額

基金処分額

基金残額

令和６年度の施設運転管理報告書を確認したところ、故障による長期の運用停止は
なく、安定的に施設を運用し、し尿汚泥を処理することができている。
また、地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金
（防衛省）により実施されている旨をホームページに掲載し町民へ周知を図った。

無

無

基
金
造
成
額

事業費



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
30

年度

令和
元

年度

令和
２

年度

令和
３

年度

令和
４

年度

令和
５

年度

令和
６

年度
計

円 円 円 円 円 円 円 円

0 4,288,903 5,975,642 6,971,425 6,061,288 9,464,115 6,968,154 39,729,527

交付金額 26,000,000 0 0 19,274,000 0 0 7,000,000 52,274,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0 0 0

運用益 0 8,230 7,544 6,947 8,459 1,461 22,750 55,391

計 26,000,000 8,230 7,544 19,280,947 8,459 1,461 7,022,750 52,339,391

0 4,288,000 5,975,000 6,971,000 6,061,000 9,464,000 6,968,000 39,727,000

26,000,000 21,720,230 15,752,774 28,062,721 22,010,180 12,547,641 12,602,391

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

児湯郡新富町

　新富町の町道は、346路線、全延長約245.6kmあり、通行支障箇所の修繕等の町道維持に時間を要する状況にある。
　このことから、新富町町道維持管理基金を設置し、通行支障箇所の早期修繕等の体制を整え、継続的かつ安定的に町道の維持
管理を行うことで、地域住民の交通安全の確保と日常生活での利便性の向上に寄与することを目標とする。

町道の維持管理事業

平成30年度～令和９年度

　　町道維持管理基金により、舗装破損箇所の修繕や支障木の伐採など通行支障箇所の早期修繕等を安定的に行うことで、地域
住民の安全確保と日常生活での利便性の向上に寄与し、また、早期修繕等を行った地域の代表者などに聞き取りを行ったところ、
「陥没の通報後、完成までの対応が早かった。」、「自宅付近の側溝が修繕されたことで安心して通行できるようになった。」などの声
も聞かれ、事業の目標に対する成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、工事施工時に設置する工事看板に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを明記し
事業の周知を行った。

無

基金残額

事業費

新田原飛行場関連特定事業（交通に関する事業：新富町町道維持管理基金）

新富町長

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

基金処分額

基
金
造
成
額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和２
年度まで

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

計

円 円 円 円 円 円

32,906,200 3,786,466 4,468,419 4,250,050 9,482,731 54,893,866

交付金額 69,547,000 0 0 10,000,000 7,500,000 87,047,000

市町村費等 527 0 0 0 0 527

運用益 49,704 6,685 7,204 2,019 23,751 89,363

計 69,597,231 6,685 7,204 10,002,019 7,523,751 87,136,890

32,906,200 3,786,466 4,468,419 4,250,050 9,482,731 54,893,866

36,691,031 32,911,250 28,450,035 34,202,004 32,243,024

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

新富町コミュニティバスの運営及び車両修理等

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業（交通に関する事業：新富町コミュニティバス運営基金）

新富町長

児湯郡新富町

新富町においては、路線バスが唯一の公共交通手段であり、高齢者の通院や買い物など住民生活に欠か
せないものである。しかしながら、民営路線バスは、各路線の採算性を理由に平成２８年度から２路線が減
便されており、今後も減便・廃止について検討されることとなっている。
このため、新富町コミュニティバス運営基金を設置し、コミュニティバスの運行を継続的かつ安定的に実施
することにより、地域の公共交通手段を確保し、交通空白地の解消と地域住民の生活環境の維持を図る。

（参考指標）
想定利用者数：１日平均20名以上

無

無

平成２５年度～令和１０年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

　本町における高齢化率は、令和6年度時点で32.5%で全国平均を上回っている状況であり、町内
で３人に１人が65歳以上の高齢者になると想定されています。免許返納される方も年々増加してい
る状況です。その中で、民間のバス・タクシーは乗務員不足等の理由により減便・縮小が今後も検
討されており、地域住民にとっての通院・買い物等における移動手段の確保が必須である。令和6
年度には市街地周辺のコミュニティバスを2台体制で運行し、東回りルート、西回りルート路線の延
伸も行った。令和６年度のコミュニティバスの年間利用者数は3,241名であった。前年度よりも利用者
数が206人減少している状況ではあるが、令和7年度は利用状況等を精査し無駄のない運行を行う
ため、路線や時刻表の改正（住民に分かりやすい時刻設定）を行い、EVバス1台で市街地の運行を
行う。地域住民への周知については、新富町LINE、地区への回覧、ホームページ掲載のほか、地
区集会所にて高齢者に対してコミュニティバスの説明会を行い、特定防衛施設周辺整備調整交付
金による基金事業であることを周知した。


